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江戸取図書館便り ５月２号 

 ― 新着図書紹介 ―  

＊初夏 「小満
しょうまん

」 （２０２１年５月２１日～）  

＊小満の次項「紅花
べにばな

栄
さかう

」（５月２６日～） 紅花が盛んに咲く時期   

行
ゆ く

すゑ
え

は誰
たが

肌
はだ

ふれむ紅の花 （松尾芭蕉） 
＊「（江戸時代）紅花は、化粧用の紅や、染料になりました」・「染料にするには、茎の末の黄色いところ

を摘んでゆくので、末摘花と呼ばれるようになりました」・「小満とは、麦の穂が実り少し満ちてきた⇒万

物が次第に成長して天地に満ち始める時期」 『二十四節気と七十二候の季節手帳』 山下景子著 

＊紅花とは、「キク科の一年草。小アジア・エジプト原産の染料・油料用植物。高さ３０～９０ｃｍ。夏、

紅黄色のアザミに似た頭花をつける。小花は細い筒形。日本には古く中国から入り、東北地方、特に

山形県を中心に栽培。古くは花弁を採集して染料や紅を作った。くれない。末摘花」（広辞苑） 

 

 
＊写真左から、図書館から東の空（５月２４日撮影）とグランド（５月２４日撮影）です。グランドに何か飛

んでいます。拡大してみてください。「大鴉鷲か鷹かは知らねども君も江戸鳥川辺の学校」 写真３番

目は、野球部室内練習場の通学路側の青蔦（５月２５日撮影）です。写真右は、通用門入り右手の紫

陽花の花（５月２６日撮影）。「紫陽花が一輪雨に濡れている」 いよいよ梅雨入りですね  （司書） 

 

＊東京国立博物館 特別展 『国宝 鳥獣戯画のすべて』 ６月１日再開、２０日まで期間延長です！ 

       ＊継続購入図書新着紹介 

 

＊新着図書・L 字ソファーの手前の棚（前後面）に置きます 

 

                               
 


